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44)  工廣紀斗司，若杉雅浩，濱田浄司，有嶋拓郎，奥寺 敬：救急災害医療を支える建築空間 救命救急センター・ER
の計画 次世代型救急医療機関の建築デザイン戦略 アメリカ救急医学会デザインポリシーからの考察．第 39回日
本救急医学会学術集会，2011，10，20，東京． 
45)  有嶋拓郎，東岡宏明，田中 圭，早野大輔，松井直樹，松田直之，畑田 剛：災害時に被災者受け入れ病院として
機能することをめざした地域密着型の病院災害訓練コースの紹介．第 16回日本集団災害医学会総会・学術集会，2011，
2，11，大阪． 
46)  有嶋拓郎，東岡宏明，田中 圭，早野大輔，卯津羅雅彦，林 宗博，吉野篤人，中川 隆：ロール変動型の地域に
密着した病院災害訓練の試み．第 3回日本医療教授システム学会総会・学術集会，2011，3，3，東京． 
47)  有嶋拓郎，東岡宏明，田中 圭，松井直樹：DMAT隊員の平時の活動のひとつとしての地域密着型の病院災害訓練．
第 25回日本外傷学会総会・学術集会，2011，5，19，堺． 
48)  有嶋拓郎，若杉雅浩，濱田浄司，松井恒太郎，工廣紀斗司，奥寺 敬：病原性大腸菌 O111の集団発生 パンデミッ
クのトリアージについて．第 33回日本中毒学会総会・学術集会，2011，7，30，大垣． 




1)  奥寺 敬：医療過疎時代における地域中核病院への提案-緊急度判定支援システムの紹介．救急医療講演会，2011，
1，13，上越市． 
2)  奥寺 敬：わが国の救急医療の現状―救急外来トリアージ導入のすすめ―．市民公開講座：救急患者のケアマネー
ジメント実践講座第 1回，2011，1，15，北見． 
3)  奥寺 敬：脳卒中初期診療から神経蘇生へ．第 16回日本脳神経外科救急学会 ISLSコース，2011，1，29，名古屋． 
4)  奥寺 敬：脳神経外科とシミュレーション研修．第 16 回日本脳神経外科救急学会 PNLS コース，2011，1，29，名
古屋． 
5)  奥寺 敬：シミュレーション研修の動向．第 16回日本脳神経外科救急学会 PNLS-WS，2011，1，29，名古屋． 
6)  奥寺 敬：ISLSの基本となる考え方．第 3回群馬 ISLSワークショップ，2011，2，6，前橋． 
7)  奥寺 敬：CTAS/JTAS プロジェクトと緊急度判定．CTAS/JTAS プロジェクト第 1 回東京コース，2011，2，13，汐
留． 
8)  奥寺 敬：ガイドライン 2010:ABCから CABへ 蘇生が変わった！ 第 25回すいかフォーラム，2011，2，18，松
本． 
9)  奥寺 敬：CTAS/JTASプロジェクトと緊急度判定．第 1回神奈川 CTAS/JTASプロジェクト・コース，2011，2，27，
厚木． 
10)  奥寺 敬：地域救急医療の最新の動向．地域救急医療講演会，2011，3，5，上田． 
11)  奥寺 敬：災害医療と ISLS．第 1回おきなわ ISLS-FD，2011，3，12，那覇． 
12)  奥寺 敬：これからの救急医療―救急外来トリアージと救急医療機能評価．2011，5，14，八王子． 
13)  奥寺 敬：シミュレーション研修の最新の動向．第 1回多摩 ISLS-WSランチョンセミナー，2011，5，15，八王子． 
14)  奥寺 敬：ISLSと PNLS―国産シミュレーション研修の国際化．第 4回東海 ISLS/第 7回東海 PNLSコース，2011，
6，18，伊勢原． 
15)  奥寺 敬：東日本大震災と医療を考える―保健医療の再建への工程表．富山県医師会 JMAS 活動報告会・講演会，
2011，6，18，富山． 
16)  奥寺 敬：救急医療と災害医療の間隙―病院の視点から．上越総合病院講演会，2011，6，24，上越． 
17)  奥寺 敬：ISLSと災害医療．豊明 ISLS研究会，2011，7，2，豊明． 
18)  奥寺 敬：新たな時代の救急医療と災害医療―防災から減災へ．第 32回香川県臨床薬剤師研修会，2011，7，5，高
松． 
19)  奥寺 敬：シミュレーション医学研修の最新の潮流．第 5回沖縄 ISLSコース・第 2回沖縄 ISLS-FD，2011，7，10，
那覇． 
20)  奥寺 敬：ISLSについて―日本版ガイドラインに基づく神経蘇生教育．第 3回高知 ISLSコース，2011，7，24，高
知． 
21)  奥寺 敬：シミュレーション研修におけるワークショップ．第 5回香川 ISLS-WS，2011，8，21，高松． 
22)  奥寺 敬：CTAS/JTASプロジェクトと緊急度判定．第 1回岐阜 CTAS/JTASプロジェクト・コース，2011，8，28，
岐阜． 
23)  奥寺 敬：多様化する 21世紀の災害への対応を考える．第 19回群馬県救急医療懇談会，2011，9，4，伊勢崎． 
24)  奥寺 敬：地域医療と神経蘇生．村上 ISLSコース，2011，9，11，村上． 
25)  奥寺 敬：CTAS/JTASプロジェクトと緊急度判定．日本救急看護学会トリアージナース育成研修会，2011，9，18，
東京． 
26)  奥寺 敬：CTAS/JTASプロジェクトと緊急度判定．第 3回富山 CTAS/JTASプロジェクトコース，2011，9，23，富
山． 
27)  奥寺 敬：Emergo コースの概念と展開．第 1 回鹿児島エマルゴ・ベーシック・インストラクター・コース，2011，
9，25，鹿児島． 
28)  奥寺 敬：CTAS/JTASプロジェクトと緊急度判定．第 2回東京 CTAS/JTASプロジェクトコース，2011，10，15，東
京． 
29)  奥寺 敬：脳神経外科のチーム医療研修ツール：ISLS と PNLS について．第 71 回福島脳神経外科懇話会，2011，
10，22，福島． 
30)  奥寺 敬：神経蘇生研修―ISLSと PNLSについて．第 1回福島 ISLSコース，2011，10，23，福島． 
31)  奥寺 敬：シミュレーション研修の考え方．第 2回新潟 ISLS-WS，2011，11，20，新潟． 
32)  奥寺 敬：CTAS/JTASプロジェクトと緊急度判定．第 4回富山 CTAS/JTASプロジェクトコース，2011，12，3，富
山． 
33)  有嶋拓郎：地域医療を支えるための医療リスクマネージメント 富山大学病院での試み．市立小樽病院医療安全講
演会，2011，4，15，小樽． 





37)  有嶋拓郎：災害医療について 備えあれば・・・．第 5回出前授業 高岡第一高等学校，2011，7，5，高岡． 
38)  有嶋拓郎：災害に対しての病院としての備えと地域密着型災害訓練について．災害に関する講演会，2011，8，26，
名瀬． 
39)  有嶋拓郎：地域密着型災害訓練について．福山市医師会講演会，2011，9，3，福山． 
40)  有嶋拓郎：『便利さの追求と安全の追求』の到達点 富山大学病院の挑戦．富山市医師会医療安全管理セミナー，2011，
10，31，富山． 
41)  有嶋拓郎：JATEC 頸椎脊椎外傷について．若手医師研修医医学セミナーin高山，2011，11，13，高山．
